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県
下
六
千
人
の
揮
協
職
員
と
十
万
尚
一
千
人
の
組
合
員
の
た
め
の
即
断
睦
抑
揚
・

z

騨
揮
山
川
県
協
同
組
合
輸
省
セ
シ
タ

i
m
w全
容

市
の
街
方
、
褐
南
半
の
ふ
も
と
に
問
酷
員
の
長
関
教
脅
や
農
協
組
合
員
十
五
徳
用
だ
っ
た
貯
金
高
も
現
在
、

そ
び
え
る
は
く
曜
の
開
学
e
神
史
川
の
掛
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
農
噌
か
か
ら
の
一
千
六
行
持
向
者
轄
す
額
と
な
白
、

県
農
業
信
組
合
教
育
セyタ
I

事
需
に
も
手
る
。
常
時
、
百
己
れ
は
普
通
銀
行
に
も
匹
て
き
す
る

(
高
棟
一
回
一
帯
地
)
で
あ
る
。
人
主
摺
泊
高
悼
す
る
ほ
か
、
農
揮
の
一
掛
い
で
あ
る
。
持
帯
事
業
で
も
、
そ

神
摂
川
県
農
協
中
央
会
(
蹄
米
男
紫
哲
に
よ
っ
て
は
、
向
セ

y
タ
1
む
の
取
り
扱
い
高
は
、
一
千
四
富
二
十

造
会
妄
)
が
、
県
下
六
千
人
を
雪
凡
貸
与
も
立
索
中
で
あ
る
。
機
内
在
杭
え
る
に
至
っ
た
。

る
農
協
職
員
の
資
質
白
向
上
と
十
万
疋
留
左
が
軟
膏
施
設
〈
普
通
隻
回
復
雑
多
語
化
し
て
い
る
農
業
協
同

四
千
人
の
農
協
組
合
の
教
育
部
員
伍
特
別
室
一
一
一
)
で
、
右
手
が
宿
泊
施
設
組
合
白
事
業
拡
充
と
議
化
に
対
応
し

を
毘
的
に
'
:
:
・

;
F
'
a
h
i
d
-
F

，
h

包
で
い
〈
た

農
協
設
立
i

隆
一
一
向
室
長
肝
幻
顎b
3
F
J

炉
事
警
ど
め
、

ζ
の

満
翠
事
…
一
基
義
一
歩
五
著
議
匪
百

/
ν

区
接
点
、
一
一
セ

y
タ
i

業
の
一
環
山
田
建
設
に

と
し
て
建ii
z
i
z
j

川
河
成
し
た
県
農
業
協
同
組
合
教
育
セ
ン
タ
ー
陪

f
dっ

設
し
た
も
白
。
で
あ
る

α

官
通
窪
田
誌
は
、
冷
暖
皮
た
も
心
。
県
農
括
協
同
組
合
中
央
金

県
農
協
組
教
育
セ
y
タ
!
ば
、
監
完
備
ぜ
あ
口
、
一
一
…
つ
白
特
別
揮
は
、
の
尊
掛
制
局
予
加
時
一
一
郎
氏
は
院
白

地
詔
積
一
万
七
千
半
方
針
、
西
時
勢
蕗
映
写
笠
と
稲
川
口
掛
仲
間
用
の
一

7
3ッ
ク
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
『
溺
却
周
年

積
一
一
一
平
一
一
吉
平
方
阿
川
町
高
層
ヒ
ル
ス
な
唱
。
浬
日
鳴
を
ほ

ι
っ
て
い
る
。
を
ラ
年
ぶ
し
て
、
ζ
の
教
訓
宵
セ
y
b
m
l

で
、
作
年
一
一
百
付
着
工
、
間
十
一
月
に
理
認
の
朝
識
は
、
農
業
協
同
組
合
を
議
設
し
た
恥
も
の
で
、
揮
下
町
農
協

完
成
し
た
も
の
。
総
工
費
は
、
約
五
設
立
以
来
初
苧
を
経
過
し
た
今
日
、
役
職
員
、
そ
の
組
合
闘
で
る

φ
農
寵

慰
問
在
費
し
ニ
か
年
継
続
挙
業
よ
し
神
車
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
の
由
か
た
が
た
が
、
数
多
〈
荊
掃
し
て

有
事
業
分
且
患
の
拡
充
、
発
揮
は
め
ざ
ま
ほ
し
い
。
♂
呂
に
農
村
社
会
@
地
域

農
協
役
議
長
田
研
夢
、
間
新
規
揮
し
〈
、
金
融
事
業
甘
ほ
、
設
立
当
初
社
会
お
務
日
に
弼
力
を
』
と

2
a
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広報ひらつか

J守主

秀
(
間
)
、
白
垣
一
久
〈
問
〉
、
石

川
時
雄
(
同
)
、
歌
沢
貞
治
(
見
附

町
自
工
会
〉
、
竹
沼
錯
務
(
間
)
、

ご
宮
尊
拍
(
間
)
、
大
石
健
醤
(
間
〉
、

早
川
川
金
次
(
再
)
、
岩
本
研
助
(
間
〉
、

谷
口
和
糟
(
同
)
、
柳
川
輯
一
一
一
郎

(
同
)
、
小
川
元
久
〈
東
龍
平
援
営

業
所
)
、
広
白
晴
治
〈
間
〉
、
渡
辺

汎
(
問
)
、
原
光
国
〈
問
)
、

柏
木
審
雄
(
掛
木
建
設
(
株
)
平
塚

出
張
所
)
、
梅
沢
隆
一
〈
沼
南
進
闘

(
挟
)
)
、
連
藤
繁
副
臨
〈
平
塚
警
鎮

響
)
、
鈴
木
富
男
(
悶
)
、
水
島
来
高

(
同
〉
、
古
川
貞
雄
(
同
〉
、
帯
水
靖
男

〈
新
神
奈
川
石
油
ガ
ス
〉
、
嶋
田
消

費
(
同
〉
、
山
本
忠
民
(
尚
〉
、
法

苧
な
(
開
)
、
対
照
俊
彦
(
平
按

第
一
途
轍
〉
、
千
回
撤
〈
間
)
、

鑑
塚
三
郎
(
日
本
住
申
告
漏
互
)
、
出

野
良
雄
(
萎
む
己
交
一
遜
〉
、
平
野

敬
雄
(
米
茜
隠
語
車
害
時
リ
学
校
)
、

ヰ
襲
髄
(
問
)
、
工
藤
幸
藷
(
関
)
、
一
民
十
訴
時
柑
設
は
、
と
と
し
汲
拾
の

加
藤
革
関
(
同
〕
、
近
藤
忠
雄
(
間
)
二
祝
祭
巴
で
あ
る
二
十
三
日
在
一
地
上
し
て

沼
田
培
侃
(
同
)
、
計
藤
南
太
(
平
一
一
ゴ
ミ
の
収
録
と
処
惑
に
あ
た
る

ζ
と
を

摂
白
]
動
向
車
専
門
学
校
〉
、
平
出
康
広
一
臨
め
た
。

消
火
器
毅
技
会
は
門
田

窪
富
十
体
(
株
)
が
会
長
杯

平
壇
市
危
険
物
安
全
協
会
は
吋
(
株
)

初
回
目
提
任
務
の
協
力
で
十
月
才
ハ
日
、

市
内
十
八
神
的
市
市
防
総
合
訓
離
爆
で
、
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間
十
一
月
二
土
ハ
日
か
ら
玄
一
月
一
一
日
ま
で
の
一
濃
路
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、
全
国
い
っ
せ
川

川
い
に
実
施
さ
れ
る
。
と
の
芋
鈴
に
な
喜
と
、
各
翠
憾
で
火
気
し
を
取
り
扱
う

ζ
と
が
喪
〈
な
白
、
山

山
火
災
が
温
融
に
増
加
す
る
。
消
防
宜
部
で
は
、
特
に
タ
パ
コ
め
注
意
事
項
、
火
遊
び
、
右
泊
ス
山

川
ト
1

ブ
と
お
治
鼠
呂
が
ま
の
三
つ
を
軟
の
火
災
街
止
噴
点
項
告
と
し
、
徹
械
的
な
防
火
運
動
に
山

川
感
幻
あ
げ
る
方
針
で
あ
る
.
山

古γ、
もノ

τ3 L明且

市長@加藤一太郎 (43回〉

人命を軽んずる思想、暴力行為

的横行など人権を然祝した昆持者

が事〈なっています。

ニとt. 1立国際人権年です@

招千円」工場を理解することに、

おめーが聾力しがーものてす@

Hこ左しは国際人権年…ことしは国際人権年…ことしは国際人権



ドライパーとしての怠いやり

車が湾椛泡行中、

いで悶っているとき、

し神聞に入れてやる。信号待ちで停車したら
横道から出足 ιが入白百きるように一車身あ

げて止まるζ とiJ f(j官れをよくするドライバ}

のエチケツ h

五三共済告を支払いと

引き受け開始
経済面器産主主謀臼立、本年産査共済

全の支払い額をまと伊、 10月218各

党区主主壌を通じf訴人主主j頭金口座へ続
込み支払った。また、叫年E主交の紛

回議を泣く配布するので、 12月 15 臼

までにもれなく申告してほしい@

地復繋霊共演童
戸内

可::窃
31 77,970 
108 322,080 
29 89 ， 8ち B
29 66,72Q 
6 7,440 
19 29,490 
21 53 ,790 

謬謁i鵠



椙
構
人
形
浄
瑠
璃
芝
麗
前
踊
媛
は
、
江
南
一
戸
時
代
中
期
か
ら
士
山
内
部
之
富
山
い

怪
わ
る
人
脳
陣
浄
瑠
輔
(
市
指
定
議
要
交
化
射
)

立
と
し
呈
潤
撮
ら
た
に
柿
輔
副
耐
震
愛
女
山
冊
目
問
に
指
定
さ
れ
た
λ
幡
神
社
務
第
;
檀
需
(
穴
位
欝

V
の
溜

文
化
問
は
、
情
出
先
の
ず
ぐ
れ
た
文
侶
活
動
の
前
産
で
あ
る
が
、

社
会
罰
則
経
梼
的
な
理
由
に
よ
っ
て
破
援
も
し
く
は
散
逸
し
て
し
ま

い
近
年
ほ
と
そ
の
開
謹
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
と
い

わ
れ
るe
し
か
し
そ
の
反
語
、
一
般
市
民
自
文
化
聞
に
対
す
る
理

解
は
必b
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
ょ
っ
に
思
わ
れ
る
。

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
案
成
、
文
化
酎
保
護
強
詩
書
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
今
回
白
刀
メ
ラ
レ
ポ
は
、
現
在
市
内
で
重
姿
文

化
師
聞
に
指
定
さ
れ
て
い
子
わ
の
に
然
何
者
あ
玄
て
み
た

e

〔t
時
四
昨
市
指
定
震
要
文
部
財
〕

ω
椙
構
人
形
浄
瑠
璃
詑
属
部
鼎
緩

(
帯
都
〉
・
四
之
宮
に
仏
師
る

ζ
の
一
時
め
起
聞
は
注
一
一
戸
時
代
中

期
と
い
わ
れ
、
土
地
の
古
者
に
よ
っ
て
今
日
に
強
さ
れ
て
い
る

e

H

前
烏
距ω
は
戸
川
前
市
長
白
命
名
。
(
務
総
@
5
・
幻
指
定
)

@
惜
控
海
歯
髄2土
問
中
の
芳
磁
台
所
誠
一
文
字
砲
し
お
よ
ひ
風

帯
、
紺
地
荊
執
横
金
欄
、
上
下
廻
し
、
淡
長
期
ぷ
篭
を
角
形
に
あ

ら
一
わ
し
た
棋
様
の
あ
る
金
欄
、
軸
お
よ
ぴ
八
双
の
金
具
は
銅
製
鉱

金
、
窺
肩
車
安
藤
あ
り
日
。
真
如
割
安
一
揮
謹
む
酪
が
あ
る
。
町
野
町

時
代
の
作
か
ロ
(
紹
お
・

8

・
0
治
定
〉

③
霊
園
議
問
(
光
明
ゴ
守
本
堂
@
在
京
語
七
番
金
自
観
音
量
で
あ

D

一A
尊
聖
観
音
混
血
腹
立
盟
、
樹
立
聖
観
昔
並
首
相
擁
立
器
、
額
面
胸
部
す
文

な
主
百
文
書
十
通
、
謀
話
番
、
社
舗
は
有
名
)
今
か
ら
千
二
百
々

の
品
目
創
建
さ
れ
た
主
」
也
え
ら
れ
、
古
来
駅
東
筆
者
の
札
所
と
な

勺
て
い
る
ん
可
で
、
蟻

q
p
h
u

一
史
実
と
伝
承
に
づ
っ
ま
れ
、
古
理
森
の

粋
が
各
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
指
定
の
本
草
、
前
立
仏
、
古
文
書

縁
起
番
、
桝
九
時
期
ぜ
な
ど
志
そ
れ
ぞ
れ
凶
緒
あ
る
も
の
で
あ
る
。
(
同
町

和
田
ω
・
3
@
別
指
定
〉

開
問
時
駒
形
神
絞
の
樺
札
お
よ
び
翻
記
札
永
縦
十
…
倍
、

1
1正

十
九
午
、
宝
ホ
一
一
配
を
は
じ
め
天
川
町
、
炉
支
、
安
説
、
明
治
な
ど

の
公
}
培
の
記
さ
れ
た
材
利
、
劃
化
札
計
十
一
枚
で
、
現
在
的
内
最

古
の
も
の
で
あ
る
。
(
締
結
。
ぬ
@
初
揺
出
血
〉

@
溝
田
甲
車
(
間
出
盤
)
交
番
(
帯
書
式
印
科
状
お
よ
ひ
字
形

ι
通
)

代
官
口
防
a

祷
白
剤
八
氏
所
帯
寸
按
北
摂
氏
の
印
判
択
で
、
清
国
京

は
同
じ
須
置
の
問
中
豪
と
と
も
に
、
戦
国
時
代
以
来
須
賀
の
釘
)
力

者
で
あ
っ
た
と
閉
店
わ
れ
、
靖
国
家
は
乙
の
時
代
に
は
『
小
代

P
J
h

を
つ
と
め
て
い
た
ら
し
い
。
均
的
か
ら
は
、
北
条
誌
の
農
民
統
鞄

九
日
中
心
と
す
る
領
財
支
配
の
あ

D
万
や
、
須
山
誼
が
交
通
認
輔
の
装

地
で
あ
っ
た
こ
と
な
P
詮
時
の
誤
世
の
評
朱
ぷ
p
v
r降
昨
討
す
る
ι

と
がE
き
る
。
(
昭
市
山
@
2
・

8

措
定
)

@
λ
幡
神
社
説
晶
(
僻
間
帯
〉
一
八
時
神
社
に
伝
わ
る
棲
韓
・
都
子

制
押
な
ら
ひ
に
胤
刊
誌
は
、
大
山
出
入
山
神
社
に
♀
わ
る
目
前
良
帯
日
系

の
そ
れ
を
宮
前A
F
f
坂
道
口
氏
(
開
示
{
一
一
年
に
当
社
へ
就
任
)
が
、

そ
り
ハ
丸
出
と
と
も
に
、
明
治
初
回
以
来
直
接
ポ
融
し
た
も
の
で
あ

る
。
(
問
問
日
刊

e
s
a
H
h

》
指
定
)

〔
均
車
川
県
指
定
察
官
官
主
也
知
〕
マ
府
矛
(
余
白
観
音
光
明
寺
)

一
間
駁
ふJ入
国U
E造
立
帝
国
防
相
苦
し
ゃ
育
行
大
棟
、
マ
輯
錦
戸
金

罰
観
音
光
明
寺
)
霊
山
記
事
同
作
の
F
が
あ
る
。

(
隠
おe
百

-
m掲
窓
)

門
閣
の
事
語
人
文
化
財
〕
守
木
造
不
動
明
烹
融

f下
古
h
h
eれい
百
十
寸

庁
後
)
士
出
心
人
ば
出
が
ん
ま
人
不
嵐
尊
一
と
よ
点
、
十
二
廿
紀

に
作
ら
れ
た
と
川
3

わ
れ
ザ
立
て
町
利
八
年
にF
E
F
L指定
セ
し
れ

た
が
、
明
和
←
一
十
五
町
文
化
問
国
防
護
法
の
制
定
に
よ
っ
て
重
要
文

化
財
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
古
さ
か
い
も
ち
、
が
っ
し

D
し

た
出
来
ば
え
の
不
動
揮
は
、
県
下
で
は
も
と
よ

D

関
東
地
方
宇
レ

で
も
路
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
〈
隠
お

z
n
-

羽
指
定
}



話よ

十
一
平
青
か
ら
一
一
十
五
ま
で
の
一
翼
、
糟
神
霊
普
及
還
問
要
究
会
社
、
工
場
お
よ
び
地
域
に
お
け
る
盟
襲
、
護
金
な
ど

動
問
、
多
数
の
関
時
間
体
の
揖
援
に
孟
っ
て
企
菌
的
に
箆
開
書
れ
る
.
…
店
主
高
精
神
帯
箆
強
揮
品
目
普
及
向
土
、
@
多
議
広
報
媒
体
白
協
力
に
よ

と
と
し
の
精
神
霊
費
及
運
動
の
零
時
間
機
時
⑦
病
神
霊
泌
談
や
…
急
報
謡
曲
酎
の
推
進
を
あ
げ
て
い
る
。
精
神
衛
生
週
鶴
に
よ
せ
て
、
研

訪
総
指
噂
の
積
極
的
な
活
用
1
@
薩
業
職
場
や
地
域
社
会
に
対
す
る
輔
水
晶
平
塚
開
院
長
の
嵩
櫨
侃
一
郎
民
か
ら
鼠
治
雪
辱
と
議
神
障
害
』

神
縮
長
的
記
臨
む
掲
噂
、
⑨
地
区
組
融
の
結
演
と
活
動
の
促
嘩
、
@
精
一
と
題
す
る
一
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。

神
霊
セ
Y
3
L
輩
出
引
碧
病
院
安
完
封
す
る
震
の
量

ζ
由
選
動
は
、
り
つ
ま
で
も
な
く
精
一
九
年
三
九

O
六
)
口
シ
ア
の
精
神
持
一
そ
の
嵩
擦
の
内
韓
と
診

Q
と
、
今
な
お

神
衛
生
法
白
書
亭
普
及
す
る
乙
と
に
一
院
を
還
し
て
、
と
の
留
に
は
益
立
の
一

ζ
の
聞
に
昼
ま
れ
た
不
意
な
げ
か
ず

よ
っ
て
、
精
梯
瞳
害
者
の
且
期
発
見
、
一
晴
神
持
続
は
東
京
に
た
だ
一
つ
し
か
な
一
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

早
期
拍
療
手
は
か
る
と
と
も
に
、
軽
快
一
く
、
思
立
に
い
た
っ
て
は
一
つ
も
な
い
一
な
る
ほ
ど
現
在
の
精
神
釣
治
療
の
進

者
の
社
会
複
起
の
た
あ
児
各
謹
施
策
の
一
ぃ
、
と
そ
の
施
策
の
幼
稚
さ
に
少
な
か
一
揖
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
精
神

擁
立
、
さ
ら
に
地
域
社
全
児
お
げ
忍
精
一
ら
す
耀
い
て
い
る
。

ζ
の
た
も
お
く
れ
一
安
定
郊
の
控
対
は
披
界
の
い
ず
れ
の
層

重
震
対
す
義
解
議
め
る
こ
と
一
は
、
そ
の
後
も
続
い
て
現
在
の
常
識
一

E

劣
ら
ず
、
毒
顕
在
豊
富
返
っ

〉
同
様
見
の
除
去
に
つ
と
め
る

ζ
と
な
ど
一
で
は
考
え
ら
れ
ぬ
乙
と
だ
が
、
墨
中
一
そ
れ
だ
げ
の
妨
巣
そ

ι
g
gて
い
る
.

に
よ
っ
て
、
広
く
国
民
の
精
神
的
障
康
一
の
太
学
の
医
学
部
に
精
神
医
学
の
世
議
一
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
措
擦
で

の
保
持
向
上
宇
は
か
晶
画
的
の
も
と
児
一
が
内
科
外
科
は
ど
の
よ
う
に
宮
ち
ん
と
一
も
十
分
托
治
ら
ぬ
議
症
な
患
者
さ
ん
達

窓
わ
れ
重
の
で
あ
忍
.
一
そ
ろ
っ
た
の
は
ち
警
終
戦
後
、
喜
一
言
窓
会
主
く
す
む
さ
せ
て
あ

草
塚
保
険
所
で
は
常
時
精
神
構
生
児
一
円
昭
和
二
十
母
以
挫
の

ζ
と
で
あ
る
。
一
げ
る
か
、
ま
た
そ
の
寵
議
選
の
不
串
を

つ
い
て
の
相
談
は
硲
U
て
い
る
。
一
日
本
の
精
神
襲
学
の
父
と
も
い
え
る
一
ど
吾
打
開
す
る
か
、
と
い
っ
た
大
切
な

里
閉
滋
賀
事
通
神
霊
」
@
襲
一
義
一
一
一
教
授
は
、
為
政
者
選
の
精
神
間
一
施
策
語
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
者
一
が
つ
け

侃
}
部
氏
一
対
買
が
品
ま
り
に
恥
粗
末
な
の
に
智
慣
一
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
省
母
の
歴
史
と

日
本
の
精
神
僅
学
の
艇
史
を
み
る
と
一
し
て
、
大
豆
七
年
(
一
九
一
八
〉
『
町
一
し
て
は
何
と
も
恥
ず
か
し
い

ζ
と
で
あ

明
抽
十
一
一
時
〈
一
八
七
九
)
初
め
て
精
一
が
く
に
十
数
万
の
精
神
病
者
は
、
実
に
一
る
。

1

一

一
一
一
十
月
七
百
、
市
庁
舎
会
議
築
ぜ
館
同
盟

神
授
愚
の
輯
輔
が
東
京
太
学
で
行
は
わ
一
と
の
病

u
fう
け
た
不
幸
の
ほ
か
に
、
と
一
い
つ
ま
で
も

ζ

う
し
て
は
川
ら
れ
な
一

一
一
一
吉
れ
た
青
少
年
一
間
遍
協
議
会
要
員
幹
事

れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
は
先
生
も
日
本
一
の
く
に
に
生
れ
た
る
の
不
幸
者
重
ぬ
る
一
い
と
、
数
年
前
か
民
蚕
間
的
に
患
者
家
一

一
一
一
合
間
会
議
の
席
上
、
『
よ
い
背
少
年
老

人
で
な
く
バ
ル
ツ
と
い
う
外
人
で
あ
り
一
も
の
と
い
う
べ
し
』
と
い
っ
て
い
る
。
一
族
企
が
少
し
ず
つ
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
一

一
一
一
た
芯
え
る
遊
説
』
護
者
少
年
に
、
太

り
、
車
内
は
内
軒
目
先
生
で
あ
っ
た
。
一
そ
の
当
時
か
ら
較
べ
る
と
、
今
羽
で
一
な
っ
て
茸
た
。
神
奈
川
県
で
も
数
詞
院
一

一

A

一
一
洋
中
二
年
、
水
島
盟
二
諮
ら
一
五
一

A
H日
費

目
本
人
の
、
そ
し
て
襲
撃
説
先
一
は
繁
華
週
間
な
ど
と
量
一
般
の
一
が
患
者
家
族
企
喜
っ
て
い
る
。
そ
の
一
雪
れ
だ

生
が
初
め
て
鱗
醸
し
た
m
Hは
明
治
十
九
一
行
事
の
中
に
組
み
ζ
ま
れ
る
ほ
ど
形
の
一
結
集
さ
れ
た
も
の
が
全
国
精
神
障
害
者
一

一
一
一
門
該
坦
膏
少
年
〕
マ
抑
的
勝
己
(
港

舘
に
江
っ
て
か
ら
で
あ
る
鴫
線
治
一
一
一
十
一
上
で
は
相
当
な
進
揖
を
み
て
い
る
が
、
一
家
族
連
合
告
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
一

-
降
一
小
六
犀
〉
マ
内
藤
卓
也
(
港
小
六

一
w
i
t
s
d
i
z
s
;
'
4
5
2
i
z
z
i
z
J
5
4
1
2
1
i
j
u
s
s
i
J
5
4
4
i
z
2
1
2
2
i
f
5
3
1
一
昨
〕

V
小
F器
禁
事

v

t

た
明
。
M
一
説
話J
弘
明
器
開
闘
い
凶
醐
帯
払
日
間
相
、
月
九
私
立
…
一
山
口
輝
空
港
小
五
写
)
マ
水
島
臨

一
川
〉
し
名
館
す
械
一
日
民
議
ぷ
誌
松
川
詑
古
宮
島
岡
ふ
船
対
ぺ
開
鳩
山
一
一
一
(
太
章
二
年
)

一
川
4

か
ヵ
民
人
制
る
し
、
位
の
、
人
一
「
祖
な
ト

J
Z

物

J
富
共
に
と
い
劇
年
や
中
が
る
と
門
推
重
由
〕
毒
君
ら
五
人
は
市

一
…
〈
雷
公
間
帯
芯
品
輸
融
制
即
応
宮
ト
一
一
管
内
糊
ぷ
話

M
諸
島
坤
尚
一
一
立
み
な
と
児
豪
雪
司
自
分
た
喜

一
川
}
-
B

珂
鰐
烏
地
設
し
め
け
ん
な

A閥
均
税
う
レ
ちν
は
を
た
館
関
テ
。
を
が
さ
{
し
講
で
い
成
ふ
も
の
』
と
し
て
、
白
書
語
喜

一
一
麟
盟
側
臓
器
禁
町
長
器
官
説
明
書
話
器
内
町
二
目
前
耕
一

ι門
知

マ
覇
輔
の
、

T
4
2

宝
吋
時
座
こ
と
の
砲
で
で
こ
}
マ
ク
人
山
る
こ
す
る
な
ど
あ
か
る
く
量
な
児
宮

町
購
韓
議
離
輯
鶴
舞
長
崎
肱
倍
加
臥
喜
四
耕
パ
J
糊A問
ト
州
政
パ
脚
同
時
尚
一
一
で
の
一
蓄
量
先
主
協
力

K

T

醐
符
院
醐
醐
畿
畿
雛
鵬
醸
鴎
醗
欝
鱒
鰭
鰭
畿
銀
車
乙
か
が
沿
い
加
の
{
町
館
農
る
学
的
つ
出
}
\
た
母
、
悼
閣
山
(
の
一
塑
畠
の
範
と
な
っ
て
い
る
.

8

醐
間
髄
磁
総
務
滋
閣
顕
翻
磁
路
瀦
滋
灘
趨
民
駐
の
室
関
柴
崎
噛
で
年
j

に
関
r

い
見
般
と
の
コ
て
ィ
し
ど

j
団
企
川
寸

引
で
溜
潟
醐
鞠
鯵
滋
雛
髄
翻
顕
翻
鶴
腸
鶴
鶴
公
い
ば
以
夜
空
刑
ま
昨
季
七

e
え
て
設
一
ひ
も
プ
立
テ
留
な

b
m
官
、
川
一
宗
務
者
浅
田
署
平
次
氏
〕

幻
醐
ハ
甥
齢
蜘
醐
務
議
選
議
機
騒
鑓
鶴
磁
欝
島
広
室
、
談
別
人
。
教
よ
た
し
し
施
と
の
上
}
空
}
計

J
つ
の
討
山
一
!

崎
一
一
瞬
蹴
鞠
京
畿
麟
盤
言
語
言
語
跡
君
臨
芳
村
細
川
話
器
…
一

G

L

れ
唱
道
場
ハ
~
雪
雲
議
議
欝
5
2

弱
者
@
か
て
ダ
通
識
を
続

P

軍
部
デ
鏑
マ
と
ク

f

て
f

一
~

布
十
九
開
昌
一
一
も

Z
Z
J
及
、
議
護
婦
醐
塚
か
。
務
の
係
機
も
し
交
的
認
渇
一
継
狩
は
主
は
ど
長
ス
標
ス
、
し
車
川
一
~
1
i

s
T
輯
動
融
一
バ
一
一
一
〆
十
(
機
織
繍
平
ば
い
事
館
関
寧
在
力
投
般
再
哨
も
ン

J
度
臼
は
ら

H
臼
ん

j
モ
ら
山
一
二

は
で
縄
民
組
一
三
塁
マ
グ
察
。
た
良
資
業
映
己
努

J

を
冶
度
カ
康
年
る
鰐
山
ク
点
在
会
事
れ
二
一
~

ね
で
輯
盟
喝

Y
J
J桝
約
締
判(
e
f
ω
る
心
が
ん
る
燦
醐
、
に
た
う
さ
即
時
、
、
、
講
本
あ
始
係
{
重
マ
さ
さ
何
一
一
円

配
醐w
a

喝
鋭
懇
二
緩
議
綴
影
J
以
下
一
ぁ
誠
判
』
あ
。
M
mれ
揮
し
い
要
地
本
〈
業
も
の
の
開
会
を
マ
ク
、
で
ご
〉
咽

罪
醐
山

1
J
J

二
一
一
(
一
、
綴
機
綴
務
(
:
が
で
完
評
ホ
で
る
、
さ
目
頭
と
盤
、
〈
な
農
J
箆
座
白
年
贈
「
レ
長

j

州
一
乙
同

叩
ぺ

U
J
\
r

〆
綴
ず
綴
鶏
綴
〆
帯
に
る
」
数
い
は
摘
を
計
館
の
と
多
で

f

建
議
議
算
ぽ
人
の
民
知
議
附
一
f

、
問
機
〆
ペ
イ
一
機
♂
修
一
~
争
地
度
ぷ
懐
照
て

J
獲
動
ら
民
J
J

が
け
。
講
の
の
予
年
踊
容
市
民
会
~
一

-
!
伊
rぷ
ぷ
グ
毒
事
?
伶

〉
〉
ミ
、
E
z
〆
〆
2
P
z
3
，
4
〆
〆
手
z
J
4
主
s
〆
d
s
〆
d
〆
，
E
〆

s，
3
、
5
z
，
〆
正
s
z
〆
5
s
2
J
d
手
J
4
〆

I

、
2
，
多
正
z
〆
，
正
言
2
〆
5

芸s
z
〆
4
t
s
J
妥
正
，
5
E
z
J
5
正
s
，
5
E
，

ι
;〆5
〉
ミ
3♂3芸5
〆
4
=
z
〆
，
t
g
z
〆
3
5
s
J
タ
=
〆
4
2
J
5
正
5
，
5
主
，

g
:，3〉
2
3
3
J
4
J
〆
互
z
，
5
〆
:
ミ
i
〆
d
〆
〆
5
〆
=
〆
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〆
〉
2
4
4
4
5
〉
2
5
t
t
E
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〉
ミ
〆
5
4
5
〆
、
合
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解

欄
神
鑑
生
息
鰻
の
普
盈
な
ど
穴
境
目
が
重
点

子
ち

広
た

4
人

の
一
回
潟

ス
と
ヤ
在
約

ソ
〆
品
別

企
@
一
の

う
一
日
い

ノ

/
H
J

シ

也
九
一

槌主主 主主ー辛苦

整理整とんが一番
。ねずみ退治のコツ閉その 2<>

長不ズミ退治を実際にどういう手順で時めたらいいのだろう
古入まず‘ネズミ、とい 5相手をしらなけれしぼならない。たと
えばどんな悶がどのくらい食べられているカ入どういう場所に
出て〈るカ入額閣は何かなどできるだけ〈わし〈説ベる。クマ
泳ズミはたてに行動し、しっ;まが頭別より長い。ドブネズミ
は、 下水、床下、地下、ゴミ沼下などが忠治場所で横に行動
し、頭腕がしっヨよ D 長い。さて、次に駆除方法在宅えてみよ
う。

A襲撃一…一日制は、やたらと畢を使いたがる。ほかにもいい
方法があることを知っておこう。整理整

防醍シ υ-Ã日出とん、いいかえれば、大そうじが第?の

方法である。翼際にやってみると決して
容易ではない。野lを与えないこと、換の対料を取り除くこと、
通路をj躍断することの 3つが基本である。 t耳のft京をよ〈する
ζとは 1 醤かんじんで、ネズミは餌を求めるためには墜をかじ
白、オてをくぐってもやってくる。貴うための努力を惜しまない

のである。近晴、ポ v パケYが背及して残飯の管理がかなりよ

くなってきた。それでも、開銀になる以前の;l'iえてある貴重量の
管理が溶かった白すると翌朝、 rしまった1 という光演がみら
れる。

開通路を断つ a うのは、簡単なようで

日軍の輩があま D にも永ズミ向きに
できているからである。穴をふさいだり、排水ロに網主張った

白といった総~，な樺理もたいへん結構な乙とだが、訳者いえば

コ Yクリ}トの土台を探〈地溜に打ち込んだ幻、返!li!.干しなどの
隊む笥を狭〈するというような防そ構造がほしい。

額巣の去陪・;j;ズミは‘くず墜さん匂であり、なんでも使える

ものは単白材棋にしてしまう。換を昆つけたら、守、可Fしが出て
きたとい 5、うそのような話もある。最近では、少なくなって

ようだが、掃入に古下着や新聞紙を大切にしまっておく軍が多
く、よく円付けてあるようでも泳ズミにとっては、格症の理

床。乙乙で恋をささやかれ援めよふやせよでは、たまったもの
ではない。意地躍をして片付けてしまう。 E自片付けを原境汚
駆除とよぴ、ネズミ返惜の土台をささえているのである.
次回モの 3 は『殺そ酎によるネズミの駆結?。



額対象修生まれて 3 ft月以との人で

2 思統けて接縁。

輯巡霊宝周産量. (1 囲め}

11月 15日 富士見公民館

。 16日 中原4や判究

~ 18 日 !日四之官公民籍

。 198 花水公民館

。 20日須賀公民館

。 21 臼 見附台前道湯

(2 臨め巡回〉

? 22 日 露土見公民館、

'" 25 日 中原小学校
? 26 沼 [日昭之醤公民館

。 27日祁水公民館

。 29臼須賀公民館

ク 298 見附白武道場

臨時間@午後 1 時30分から 3時まで

蕗浅草霊・ (1) 鶏卵に対して特異体
質をもっ人は接種しないζと (2 ) 

イジフルエジずの予防接種者は、必
らず体調を計ってから会場へ.特に

2 歳以下の乳泊児で発熱、下痢など

翻市内書購店街五若草買で
11/22-248 ・魚まつり/すしまつり/菓子まつり/そ
ばまつり/肉まつり

露見附合体嘗諮と見隊合広場
11/22-248 .みつけ市/エ業展/植木市鯉金魚麗/カ
ナリヤ展/農水産L物、花i 鶏卵品評会/盆栽展(盆栽
教室)/児童量生徒工夫鹿/勤労青年内生活文イじ麗/写真
展 11/238 日時・庫、子牛レース

欝市民センターホール
日/23810時~四時・勘骨感謝肉集い/産業費事・エエア
ポン放過去開揖音とアトラクシ n ン・市民芸能コンクール

露民綴パレードなど
11/22 臼 13時 -14時 a 市内

運
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11月 22 日・ 10時 11時半金自公民館

~ '" ・ 12時半ー13時単土沢農協支所
ク 0 ・ 14時 15時金回公箆銭

11月 268 ・ 10時一11時域島公民館

~ " ・ 11時半 12時半岡崎公民銀
4' .(/ ・ 13時半一15時中原公民館
11月 27 日・ 10時 11時神田公民館

~ " ・ 11時半-12時半!日開之宮公民館

" " ・ 13持半日時八幡公民館
11月 28 日・ 10時 11時閣公民館

" " ・ 11時半ー12時半荘日京公民館
" " ・ 13時三巴 15時高士見公民館
11月 29 日・Iü時一12時療館公民館
1>' ? ・ 13時 15時花水公民館

年賀状は早め広
平擢郵便聞は、郵梗業務の最大行事で

ある年賀状の取Jß1い時耳耳を迎え、次のよ

5に市民￠皆さんに呼びかけている。
路年賀状iま早品に、 12月初日頃までは

年潔状は蝦期間に大量白耳~D按いを行

なう白で、元主主配達に間に合わせるには
12月初日ごろまでに、またとを贈答小包は

12月 15臼悶までに出してほしい
麗郵壇番号lま忘れずに

年賀状は最も簡単な番号によって処理

するので、郵便番号は相手方のだけでな
〈、あなたの郵便番号も忘れずに

揮対象.(!:沼43' 2 • 1 ~昭和43年
• 8 ・ 31 までに主主まれた揖ちゃん@

@昭37'4'2~昭38' 4 ・ 1 臼に
生まれた掠ちゃん，
瀦巡回日程

12月 2 日吉沢小学校土屋小学校
~ 3 白 金自公民主富畳悶公民館

。 4 日 富士見公民館関路公民

主富

" 5 臼路公民館金問公民館
" 6 日 神田公民館城島公民館
" 78 松原公民館
ﾞ 9 日 中原公民館

" 10 自 沼田之宮公民鰭
.. 11 日花水公民鰭

? 12 臼 須賀主主民館

.. 13日八幡公民館

" 14日見附台改選場
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グ
耳
輯
か
ら
出
す
る

-
E
l
i
-
田
眠
中
地
方
事
務
所
は

U

サ
タ
蝿J
j

f
l
i
i
宮
本
由
花
サ
ク
ラ
聖

武
轍
テ
シ
グ
ス
病
か
る
守
つ
ザ
ほ
し

い
と
再
び
か
け
て
い
る
.

ち
ょ
っ
と
需
品
は
、
元
誌
の
よ
い
校

が
伸
び
で
い
る
よ
三
つ
に
見
亙
る
自
が

乙
自
室
岡
田
特
徴
で
、
病
気
に
か
か

る
と
花
が
咲
か
な
く
な
D
、
つ
い
に

ゲ動向

河とえ

小
学
一
一
一
乙
と
を
強
〈
謹
ん
で
い
る
の
で

年
の
男
子
7
0

第
一m
融
資
子
ど
も
が
話
し
か
け
互
い
た
と

轍
際
袋
読
書
「
苧
レ
い
守
り
あ

P
で
」
な
ど

E

教
育
椙
と
福
寺
に
な
っ
て
も
ら
え
な
か
っ

ら
た
号
す
る
と
、
子
ど
も
は
日
分
が

怒
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
白
ょ
う

、
け
っ
た
に
感
じ
ま
ず
し
、
こ
む
よ
う
な
ζ

担
、
女
の
与
を
い
巴
め
た
D
、
乱
と
が
た
ぴ
重
忘
る
と
、
だ
ん
だ
ん

患
が
ひ
ど
く
喜
ち
か
ら
重
吉
親
に
対
し
て
惑
を
し
な
く
な
る
こ

れ
て
い
る
よ
主
で
す
。
ま
た
、
自
と
も
あ
れ

ν
ま
ず
。
子
ど
も
の
話
に

分
が
支
配
す
る
立
場
、
な
い
と
が
ち
ょ
っ
と
霊
貸
し
で
ぬ
げ
る
と

ま
会
主
患
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
か
、
鰐
単
な
あ
い
づ
ち
を
打
つ
だ

す
が
、
吉
っ
く
陀
ら
れ
た
夕
、
友
け
で
も
、
お
か
あ
さ
合
同
は
く
の

だ
ち
に
や
D
ζ
め
ら
れ
た
り
す
る
話
聖
子
き
い
て
い
て
〈
れ
る
、
と
安

》
非
常
に
お
と
な
し
く
?
心
す
る
も
の
で
す
。

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
『
ぷ
郎
劇
減
級
事
ま
た
、
子
ど
も
に
で

!
な
ぜ
i
t
f
初
謝
削
鋭
間
鳴
き
る
や
さ
じ
い
仕
事

表
面
的
に
は
乱
舗
に
機
紳

Jて
明
鱗
鱗
間
一
円
(
戸
音
締
め
る
、
開
出

み
え
て
も
歪
は
気
の
整
除
鴻
立
白
存
え
事
)
毒

小
さ
い
守F
記

@
ζ
ん
緩
機
鋒
綴
綴
畿
習
え
て
一
翼
託
を
も
っ
て
そ

な
子
ど
も
は
自
分
芦
必
れ
を
や
り
」
聞
け
る
喜
フ

め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
要
に
励
ま
し
ャ
、
考
人
は
ほ
め
て
あ
汐

求
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
が
満
足
ま
L
ょ
う
.
ぽ
〈
で
も
こ
ん
な
に

さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
人
回
世
立
つ
こ
と
が
で

Zぎ
る
ん
だ
、
と

を
ひ
己
う
と
す
る
の
で
す
。
ま
た
由
一
信
を
も
た
せ
る
こ
と
で
す
.
ぃ

者
等
感9
4冊
一
フ
た
め
に
強
が
り
つ
も
誌
か
が
認
め
て
い
て
く
れ
る

を
諮
っ
τ
み
だ
り
日
、
友
だ
ち
に
命
と
い
う
安
心
暗
が
あ
れ
ば
、
人
む

令
し
、
支
配
し
よ
う
と
す
る
ζ
と
注
意
を
獲
揮
し
た
ド
と
い
う
聾
求

も
あ
D
ま
ず
。
は
自
部
仁
語
れ
て
い
〈
己
と
で
し

i
ど
う
し
た
ら
j
ょ
う
。
ま
た
、
友
だ
ち
と
一
一
樟
に

子
ど
も
に
も
、
そ
の
子
な
り
の
一
連

mよ
く
議
ば
せ
争
な
E
、
自
完

考
え
方
、
意
見
、
臨
情
が
あ
り
ま
の
保
持
空
白
留
に
翠
読
で
き
る
揚

7
a
子
ど
も
も
}
人
の
人
一
関
と
を
多
〈
与
え
る
乙
と
も
大
切
だ
と

し
て
、
人
格
的
に
認
め
ら
れ
る
患
い
ま
す
(
鎚
揖
・
竹
内
所
員
)

著書碑iこは歪也、望書法鼠埠務隠士とある。大正 12年 3J苦

揮の 7 毘患にあたって酷子たちが撞て?とも日で晶る。
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